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	まちかど図書館ぼたん
	ぼたんだより
	2026
	Vol. 17
	　こんにちは、まちかど図書館ぼたんです！  桜の季節も終わり、過ごしやすいあたたかな日が続いておりますが、いかがお過ごしでしょうか。大学では、新入生の華やかな様子が感じられます。 　進級にあたり、今年度は築山ゼミ7期生8名を加えた計15名でぼたんを運営していきます。利用者様、オーナー様、そして地域の皆様とのつながりを大切にしながら、より多くの方に利用していただけるよう、新たなことにも挑戦していきたいと考えています。今年度もよろしくおねがいいたします。
	Topic 01
	第１６回イベント、開催しました！
	 2026年3⽉21⽇(土)に、第16回イベントを開催いたしました。今回は、長野県立⼤学で8年間初代学長として務められた金田一真澄先生に、「祖父・金田一京助、父・金田一春彦を語る」というテーマでご講演をいただきました。金田一先生には、今年1月に、まちかど図書館ぼたんのオーナーになっていただきました。 　当日は「ぼたん」の利用者様、チラシをご覧になったたくさんの方々にご参加いただきました。
	 7期生の赤羽さん、鈴木さん、田中さん、藤澤さんが作成した「金田一京助・金田一春彦資料集」（42頁）が全員に配布されました。また、資料集に掲載された、京助、春彦の著作物、京助の処女作の翻訳本、京助直筆の色紙や春彦の署名本なども展示されました。

	【金田一京助について】
	　今回の講演では、日本語学者として知られる金田一京助の人生と研究について、さまざまなお話をうかがいました。 　京助は東京帝国大学で言語学を学び、恩師である上田万年のもとで研究を始めます。その際に与えられたテーマが、当時あまり注目されていなかったアイヌ語でした。当時の社会では、アイヌの人々や文化に対する理解が十分ではなく、研究すること自体が難しい状況にあったそうです。それでも京介は、そのテーマを受け入れ、静かに研究の道を歩み始めました。 彼の研究は、机の上だけではなく、実際に現地に足を運ぶフィールドワークが中心でした。北海道や樺太（サハリン）に渡り、現地の人々と生活をともにしながら言葉を記録していきます。特に印象的だったのは、言葉がまったく通じない中で、子どもたちとのやりとりをきっかけに少しずつ言葉を理解していったエピソードです。



	【金田一春彦について】
	　　　 　一方、東京で育った春彦は、自然に標準語を身につけていました。そのため、自分には父とは異なる強みがあると感じていたようです。父が不得意とするアクセントや方言の分野に注目し、自らの専門として深く研究しました。真澄先生は、京助を「言語学者」、春彦を「国語学者」と呼ぶべき存在であったと語られました。 　春彦はまた、学問の世界だけに閉じこもる人ではありませんでした。NHKのアナウンサーたちに日本語を教える仕事にも携わり、正しい発音や美しい表現を伝える役割を担いました。さらに、もともと話し上手で、人前で語ることに喜びを感じる性格でもあったそうです。難しい内容でもわかりやすく、しかも楽しく語れる才能は、学者としてだけでなく教育者としても大きな魅力でした。  　春彦が44歳のときに出版した岩波新書『日本語』は、その代表的な成果です。この本は非常に読みやすく、日本語の不思議さや面白さを平易な言葉で解説し、大ベストセラーとなりました。真澄先生のお話では、この本が生まれた背景には、外国人に日本語を教えた経験があったそうです。中国人の学習者から、「なぜ『知っている』の反対は『知っていない』ではなく『知らない』なのか」「『読んでいる』は進行中の意味だが、『結婚している』も同じ進行形なのか」といった素朴な質問を受けました。日本人なら当たり前に使っている表現でも、改めて問われると説明が難しいものです。春彦は、そうした問いを通して、日本語を外側から見直す視点を得ました。そして、その気づきを多くの人に伝える形で本にまとめたのです。  　その後、春彦はテレビなどのメディアにも積極的に出演しました。親しみやすい笑顔と巧みな語り口で人気を集め、言葉の専門家として多くの人に親しまれました。真澄先生によれば、人と語り合い、笑い合いながら過ごすことこそ、春彦らしい生き方だったそうです。
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